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防耐火構造の比較試験および性能評価の合理化に関する研究 
（その７） 防火区画等を貫通する硬質塩化ビニル管の遮炎性実験 
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１．はじめに 

平成 12 年建設省告示 1422 号において、防火区画を貫通

する給排水管あるいは配電管の場合、JIS 規格の呼び径

75A より肉厚が薄い管は適用除外とされている。肉厚は口

径が小さくなるに伴い薄くなるため、結果的に 75A より

口径が小さい管は適用除外とみなされる。しかし、口径

は小さい方が遮炎性において有利側になると思われる。

そこで本研究では、まず 1 時間の耐火性能を期待して、

ALC100mm の区画部材に対して硬質塩化ビニル管（以下、

VP 管という）を貫通させ、当該部をモルタルで埋め戻し

た試験体を対象に、遮炎性確認実験を行った。 

 

２．実験概要 

加熱は、有効加熱範囲 600mm×600mm の小型炉を用い

て ISO834-1 に規定される標準加熱曲線を用い、炉圧を

20Pa 一定で 60 分間加熱を行った。VP 管溶融時に管内部

で疎密が生じやすい鉛直設置を防火上不利側と判断し、

壁相当材(ALC100mm)に呼び径 50A・65A・75A・100A の

4 種の VP 管を設置して同時に加熱した。また、ALC に設

ける貫通孔は、口径に依らず径 150mm で一定とし一般的

に広く用いられるモルタルにより埋め戻した。 

加熱温度は、試験体より 100mm 離れた位置に 1 点、非加

熱側温度は図 1 に示すように ALC の非加熱側表面位置に

おいて、VP 管外周部 1 点、VP 管外周部より 10mm 離れた

モルタル表面 1 点、モルタル外周部 1 点、そして VP 管内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部の ALC 非加熱側表面より 100mm 離れた空間 1 点にそれ

ぞれ熱電対を設置し温度測定を行うとともに、非加熱側

の状況を熱映像に記録した。 

 

３．壁厚 100mm の実験結果と考察 

 試験体および結果一覧を表 1、温度測定結果を図 2 に示

す。すべての試験体において、60 分間の遮炎性能を満足

する結果となった。非加熱側表面における温度上昇は熱

映像（写真 1）からもわかる通り、VP 管外周を中心に大

きい傾向を示し、総じて最高温度は 150℃未満であった。

加熱終了後の解体時に燃え残った VP 管の変色部から非加

熱側界面までの距離（残存距離）については、いずれも

20mm 程度の余裕があり、壁厚 80mm 以上あれば遮炎性に

問題ない結果が得られた。残存距離が各呼び径とも同じ

ような結果となった要因としては、管内部の温度を比較

すると、径が大きくなるほど温度上昇も大きくなること

から、塩化ビニル溶融による管の閉塞速度あるいは割合

が小さいと考えられる一方で、径が大きくなるほど管肉

厚が増し、溶融する速度は小さくなると考えられる。こ

れらの影響が相殺された結果、口径に依らず残存距離に

大きな差が出なかったと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1 実験結果一覧（壁厚 100mm） 

写真 1 加熱 60 分時の非加熱面状況(壁厚 100mm)

単位：mm

① 50A（4.1） 〇 18

② 65A（4.1） 〇 21

③ 75A（5.5） 〇 19

④ 100A（6.6） 〇 22

VP管呼び径(肉厚) 遮炎性 残存距離

図 1 試験体図 
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４．壁厚 70mm とした場合の実験結果と考察 

 近年、防耐火被覆材の開発に伴う薄型化により壁厚

100mm 未満の防火区画の割合が増加する傾向にある。前

述の実験結果より壁厚 80mm 未満では遮炎性に懸念が生じ

るため、壁厚 70mm（ALC75mm に 70mm 厚のφ150 モル

タル埋め戻し）で再度実験を行った。今回は呼び径 40A・

50A・65A・75AのVP管を対象として、薄型化を補う耐火

性能向上の措置としてソケットを追加して実験を行った。

具体的には、図 3 に示すようにモルタルでの埋め戻し後に、

区画部材両面において、VP 管とモルタル界面を塞ぐよう

な形で、貫通管より一回り大きく、又肉厚もあるソケッ

トではさみこむように施工した仕様で実験を行った。な

お、加熱条件や測定項目は壁厚 100mm 時と同様である。 

表 2 に示す通り、全ての管径で 60 分間の遮炎性能を満

足する結果となった。写真 2（熱映像）より非加熱面の温

度は全ての試験体で約 70℃～約 120℃の範囲に収まってお

り、壁厚 100mm 時に弱点部とみられたモルタル-VP 管界

面、また ALC-モルタル界面も含めて、モルタル一般部よ

り高温となる温度上昇は見られなかった。 

試験体解体後、非加熱側ソケット先端（壁との取り合

い部）に溶融および変色の様子はなかった。径が最も大

きく管内部温度が高い呼び径 75A においても VP 管残存距

離は 7mm 程度あり、遮炎性のある程度の余裕があると推

測される。加えて、各呼び径の残存距離にあまりばらつ

きはなく、壁厚 100mm 時と同様の傾向を確認することが

できた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．まとめ 

・防火区画を形成する壁に取り付けた VP 管について、壁

厚 100mm と 70mm における 60 分間の遮炎性実験を行っ

た。 

・壁厚 100mm から 70mm への薄型化において、貫通部両

面にソケットを取り付けることで、十分に遮炎性能を

満足することを確認した。 

【謝辞】本実験は平成 31 年度基準整備促進事業 P13 の一

環として行われた。ここに記して謝意を表す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2 実験結果一覧（壁厚 70mm） 

図 2 VP 管内部温度測定結果（壁厚 100mm） 

写真 2 非加熱面状況(加熱 60 分時) 

図 3 試験体概要 写真 3 脱炉後の VP 管状況 
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図 4 VP 管内部温度測定結果（壁厚 70mm） 
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単位：mm

外径 全長 内径 肉厚

① 40（4.1） 57 117 48.7 4.2 〇 6

② 50（4.1） 70 133 60.8 4.6 〇 10

③ 65（4.1） 87 145 76.6 5.2 〇 6

④ 75（4.1） 102 155 89.6 6.2 〇 7

VP管呼び径(肉厚)
ソケット

遮炎性 残存距離
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